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千葉県観光物産協会が会員の皆様にお届けするニュースレター

会 長 前 田 伸

令和８年 新年のごあいさつ

新年おめでとうございます。
会員の皆様には、健やかな新春を迎えられたこととお喜び申し上げます。
旧年中は、当協会の活動に多大なる御理解と御協力を賜り、心からお礼申し上げます。

さて、観光業界を取り巻く環境は大きな変化の途上にあります。観光庁の調査によれば、２０２５
年の国内旅行消費額は前年より増加し、国内旅行者数も堅調に推移しています。一方で、長期的
には高齢化や休暇取得の難しさなどを背景に、日本人の国内旅行市場は伸び悩みが指摘されて
います。
また、訪日外国人旅行者数は２０２５年１１月末現在、過去最高を更新（３，９０６万人）しましたが、
２０２６年もさらに増加が見込まれるなどインバウンド需要は引き続き観光業界を牽引しています。
こうした状況は、地域の観光資源を磨き上げ、持続可能な観光を推進する重要性、人材確保や観
光地の受入れ態勢の整備の重要性などを改めて示しています。
私たち千葉県観光物産協会は、地域の魅力を国内外に発信し、訪れる方々に心豊かな体験を提
供することを使命としています。今年も地元の文化や自然を活かしたイベントの充実、環境に配慮
した観光の推進、そして会員の皆様との連携を一層強めていきたいと考えています。

結びに、協会会員の皆さまの御健康と御多幸、御発展を祈念し、
新年のごあいさつとさせていただきます。

令和７年度 第３回理事会を開催しました

12月1５日（月）に第３回理事会を開催しました。
今回もZoomを使用し、当協会事務所内にてWEB参加（１０名）と対面参加（１７名）
のハイブリッド対応で開催いたしました。
今回の理事会では、「令和７年度補正予算（案）」、「旅費支給規程の一部改正」、「会
員の入会」及び「総会の開催」等について御審議いただき、全ての議案が承認されま
した。

新入会員の御紹介 ～御入会ありがとうございます！～

■お問い合わせ

総務課 担当：髙木

県産品製造・販売事業者 * Bounce Japan（同） （手荷物預かり業）その他

* 舞浜物産（株）

開催レポート

■お問い合わせ

総務課 担当：京相・髙木

* （株）ジビショウ

* （株）Logos＆Pathos Consulting
（経営コンサルティング）

* Zoth Rental（株）
（レンタルバイク、ツーリング企画等）

https://www.facebook.com/maruchiba/
https://www.instagram.com/marugoto_chiba/
https://x.com/marugoto_chiba
https://urayasu-ichodo.jp/
https://www.jibisho.co.jp/
https://ja.bounce.com/
https://lpconsulting.jp/
https://www.instagram.com/mountainmonkey_shisui?utm_source=ig_web_button_share_sheet&igsh=ZDNlZDc0MzIxNw==
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2025年11月25日～28日の4日間、香港セールスを実施。県内3自治体、6事業者に
御参加いただきました。新規市場として位置付け、コロナ後にセールスを再開して2年目
となる今年は、訪日旅行を取り扱う主要旅行会社やメディアを訪問。アップデートされた
県内の観光素材を紹介したほか、旅行会社をお招きしての意見交換会を実施しました。
また、県・当協会事務局は併せて広州・深圳も訪問しました。

■お問い合わせ

事業第一課 担当：栗田

～香港市場について～ 訪日リピーターも多く、FITが中心で、今後も本県への誘客が期待でき
ます。旅行会社等のセールス先は、コンパクトなエリアにまとまっており、効率の良いセールスが
可能です。来年度も香港プロモーションを計画していますので、お気軽にお問い合わせください。

旅行会社セールス旅行会社との意見交換会

主要旅行会社をお招きし、二晩に
わたり意見交換会を実施、本県を
PRしました。参加者からは、
「千葉県のことを知る良い機会だ」
との感想をいただきました。

参加旅行社：
11/25 Wing On Travel、

 Poloair Travel
11/26 EGL Tours、
 Maywood Travel Ltd.

訪日旅行を取り扱う旅行社延べ16社を訪問しました。

2025.11.25～28

セールス先
旅行会社一例

訪問した会社には引き続き
フォローアップを行っていきます。

開催レポート

■お問い合わせ

事業第一課 担当：前原

千葉県ファムトリップを実施しました！（ベトナム編）

日 程 ： 2025年11月25日(火)～２７日(木)
参加者 ： ベトナム（ホーチミン・ハノイ・ダナン）の旅行会社１０社１０名
視察先 ： 鴨川シーワールド・マザー牧場・鋸山・見浜園・房総のむら・成田山・

酒々井プレミアムアウトレットなど

１１月２５日から２泊３日の日程で、千葉県の観光素材に興味を持ち、商品造成の意欲が旺盛なベトナム（ホーチミン・ハノ
イ・ダナン）の旅行会社を招請し、千葉県の観光コンテンツを体験していただきました。
参加いただいた皆様には、SNSの投稿３回以上と千葉県のモデルツア－の作成をお願いしています。1人でも多くのベト
ナムの方々に千葉県に立ち寄っていただけるよう引き続きプロモーションしていきたいと思います。

鴨川シ－ワ－ルド ： シャチのショ－大絶賛
マザ－牧場：

特別にシ－プショーのおもてなし

千葉都市モノレ－ル：
高いところから見下ろす都市と自然の融合景観に感激

房総のむら：
一番テンションがあがったのが紅葉
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各種行事の後援について【申請書類・問合先のお知らせ】

協会では、千葉県の観光・物産情報を幅広くPRし、本県への誘客促進や観光
振興を図るため、会員、地方公共団体等が実施する観光・物産振興に関する大
会、祭り、イベント、物産展、展覧会、競技大会への後援を行っています。

申請方法・詳細については、担当までお問い合わせください。

後援の種類
◆ 協会の名義使用・賞状への協会長名の使用を認めること
◆ 賞品を寄贈すること

後援の要領及び様式については、協会WEBサイト『ちば観光ナビ』内
に掲載しています。下記URLを参照ください。
https://maruchiba.jp/kyokai/support/

後援申請の流れ

必要書類を提出（郵送）
後援承認申請書・行事の実施計画書・予算書等

後援承認（承認通知書送付）・
賞状交付・賞品寄贈

■お問い合わせ

総務課 担当：大藤（おおとう）

行事終了後に報告書を提出（郵送）
実施報告書・収支報告書・イベントの様子

（写真など）

関東ブロック物産観光連絡協議会 １２月定例記者会

■お問い合わせ

事業第二課 担当：中島・須賀

開催レポート

■お問い合わせ

事業第三課 担当：永原

第１０回 日本まちあるきフォーラム in 佐原 ～ご縁～

12月12日（金）から14日（日）までの3日間、佐原の町並みを舞台に「第10回日本まちあるきフォーラム in 佐原」が盛大に開催され
ました。全国各地から、まちづくり、観光、文化財保護に携わる多くの方々が佐原に集結し、熱心な議論と交流を深めました。フォーラム
のメインイベントである13日（土）の本大会は、「みんなの賑わい交流拠点 KOMPAS 小野川ホール」にて開催。歓迎の言葉の後には、全
国各地で実践されているユニークな「まちあるき」の取り組みについて、具体的な内容が報告されました。
また、本フォーラムでは、ホスト団体である「NPO法人小野川と佐原の町並みを考える会」の皆様による佐原を体感できる多彩なプロ
グラムが実施されました。

２０２５年１２月１６日、都道府県会館４０１号室にて関東ブロック定例記者会が開催され、
千葉県は以下の２件の発表が行われました。

～ 館山市 ～ 昨年オープン！千葉県で１番新しい道の駅「道の駅グリーンファーム館山」の最新情報を御紹介

 高速ジェット船「春の季節運航」の御紹介

～ 白子町 ～ 「しらこ温泉桜祭り」の御紹介

館山市の発表では、「道の駅グリーンファーム館山」の魅力として、直売所だけでなく多彩

なイベントの開催や購入した食材でそのままＢＢＱを楽しめるブースなど、訪れる楽しさが

広がるポイントが紹介されました。さらに、季節運航のジェット船についても案内があり、館

山が電車や車だけでなく、海からもアクセスできることをアピールし、記者の方だけでなく

他県の発表者も館山市の説明を興味深く聞き入っていました。

白子町からは、早咲きの“しらこ桜”が町を彩る「しらこ温泉桜祭り」が紹介され、温泉地と

しての魅力もあわせて発表されました。白子町に温泉のイメージを持たない方も多く、今回

の発表は町の温泉地としての認知向上につながる有効な機会となりました。

定例記者会は、毎月第3火曜日に開催しています。今後PRしたい情報がございましたら、

いつでも御相談ください。

「佐原は歴史が現在進行形で生きている」「地域の方々の町並みへの愛着を強く感じた」
といった感想が寄せられ、古き良き町並みの価値を再認識する機会となりました。

■前夜祭と縁会
全国から集まった参加者同士が佐原の酒と食を囲み、地域を越えた情報交換
と深い交流が行われ、佐原の温かい「おもてなし」が発揮されました。
■東国三社詣
格式高い近隣の神社（鹿島神宮、息栖神社、香取神宮）を巡るツアーは、佐原周
辺の歴史と文化の深さを伝える機会となりました。
■佐原まち歩きと建物公開
ホスト団体のメンバーが中心となり、伊能忠敬ゆかりの地や重要伝統的建造
物を巡るコースを案内いただきました。
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